
森と都市の対話 ＞ j.Pod system

※ j.Pod＝joinig Pods (連結されたユニット群)

間伐材を用いた耐震リブフレーム

j.Podの製作と組立

j.Podの適用事例リブフレームの変形性能仕口部の設計耐力リブフレームの構成

開発コンセプト ユニットの概要リブフレームの製作 リブフレームによる耐震補強

生産から施工までの一貫体制

j.Podによる個室の耐震化 木文化再生・地域循環型産業の構築

産業基盤の安定化
地域材の利用促進

健全な森林経営
地域材の供給体制

災害に強いまちづくり
快適なまちづくり

持続可能なまちづくり

災害に強い環境づくり
快適な環境づくり

持続可能な環境づくり

都市：テクノロジー 森：エコロジー

木の文化再生
木造住宅の促進
環境共生の推進

木のまちづくり

地域社会

地域産業の活性化
(林業・建設業など)
地産地消の実現

京都大学北部構内(2005)

京都大学セミナーハウス(2006)仕口部強度試験 リブフレーム水平載荷試験 兵庫県営夢前清水谷住宅(2006)

京都大学和歌山研究林(2005)

実大構造実験モデル(2004)

木製の板状部材(標準ユニット:36×180mm)を

組み合わせて□型のフレームを構成し，仕口

部にL型の鋼板を挟んで，釘打ち結合したダブ

ルのリブフレームを工場で製作します．現場

ではリブフレームを45cm間隔に並べ，四隅を

スチールのアングル部材でボルト止めし，ブ

レースまたは構造用合板を併用してj.Podユニ

ットを組み立てます(標準ユニット:W3.64×

D2.73×H2.54m，占有面積10㎡)．前後・左右

・上下のユニット連結も，アングル部材を介

しボルト結合により行うため，短い工期で完

成することができます．また，解体時には逆

のプロセスで容易に行えるので，部材のリユ

ースが可能なシステムになっています．

京都大学「木文化再生研究会」では，日本の国土に根

ざした“森と都市”の連環機構を解明し，つながりや

めぐりの価値観を“対話”を通じて取り戻す，新しい

統合学問領域の創生と発展を目指しています．この理

念に基づき，j.Podシステムの開発をおこないます．

j.Podシステムの主要構造材であるリブフレームは，

国産地域材がもつ性能を最大限に生かし，高耐力・高

靭性の構造体を実現しています．この特性を活かして

j.Podユニットだけでなく，一般木造住宅の耐震補強

に適用する提案をおこなっています．

老朽化した戸建て住宅の耐震化に際しては，

耐震性に優れたj.Podの単体を個室内に設け

ることにより，安全な空間をつくることがで

きます．j.Podは水平力だけでなく，鉛直力

に対しても大きな抵抗力をもつので，2階が

崩れてきてもj.Podで個室を倒壊から防止す

ることが可能となります．        

スギ間伐事業の促進

■セミモノコック構造(耐震性)

　リブフレームを配列したユニットで，強度

　と変形性能に優れた構造体を形成する．

■簡易なシステム(施工性)

　リブフレームの製作・ユニットの建方が容

　易にでき，施工期間の短縮・建設コストの

　縮の減を図る．

■モジュールの統一（品質の確保）

　リブフレームのモジュールを統一すること

　で，設計の簡略化や製作・施工における品

　質管理の容易性を図る．

■間伐材の利用(地域材の利活用)

　主構造は単一寸法の製材で構成し，小径材

　やスギ間伐材など地域産木材を利用する．

■国産スギの間伐材など未利用の小径木材を

　積極的に用いる．

■各地域材の材料性能を実大実験により適性

　評価し設計に反映させる(リブフレームの実

　大水平載荷実験)．

■製材と挟まれた鋼板(亜鉛メッキ)を釘が貫

　通して仕口部分の一体化を図るので，高耐

　力・高靭性の仕口が得られる．

■リブフレームの製材は単一寸法による板状

　の直材で，仕口部についても複雑な加工が

　必要ない．

■特殊な機械・工具を用いることなく市販の

　ガンネイラーによる釘打ちのみでリブフレ

　ームの製作が可能である．

森林所有者

スギ間伐材180mmタイプで
末口22cm以上，90mmタイ
プで末口12cm以上，
材長2m，3m，4m

素材生産業者

36×90～180mmの板材を利用
スチール補助材の加工・調達

フレーム製作メーカー

耐震補強設計の実施，及び
構造設計レビュー

設計事務所

リブフレームの耐震補強設
計に基づいたリブフレーム
の取付け

建設施工業者

全フレーム挿入タイプ

リブフレーム

袖フレーム挿入タイプ

分割フレーム挿入タイプ 欄間フレーム挿入タイプ

スギ材 鋼　板 釘 設計耐力(kN･m)

2-36×90 3.2×80 60-N50 1.1

2-36×105 3.2×90 70-N50 1.8

2-36×120 3.2×105 80-N50 2.1

2-36×150 3.2×130 100-N50 3.6

2-36×180 3.2×160 120-N50 5.1

2-36×210 3.2×190 140-N50 7.2

2-36×240 3.2×220 160-N50 9.8
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■変形能力:
1/9rad以上で水平耐力
および軸力を保持

■兵庫県産スギ材

(軸力：8kN一定)

設計用復元力特性

■エネルギー吸収能力:
1/15radまで紡錘形の
安定した履歴ループ

3.2mm厚鋼板 コンクリート釘(N50)

同一断面の板材 部材の交互配置

スギ人工林 伐採・伐出 製材 単一寸法の板材 乾燥(含水率20%以下) リブフレームの製作(釘打ち) リブフレームの完成・搬出 4tトラックによる現場搬入 45cm間隔にフレーム配列 コーナーアングルでユニット化

部材の曲げ強度試験

既存柱が強度不足
の場合添柱を設置

1/40 1/15

7.5kN

変形角(rad)

水
平
荷
重
(k

N
) 15

10

-5

0

5

-10

-15


